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３
区
分
で
重
点
審
査

図①　レセプトの受付から審査までの流れ（大阪）

図②　重点審査の区分　支払基金の資料より

Ａ

① これまでの審査結果の実績から判断し、診
療内容が医学的良識に沿っていないと判断
される傾向の強い医療機関

② 過去に懇談または呼び出しによる面接にお
いて注意または文書による繰り返しの注意
が行われたにもかかわらず、改善されない
医療機関

③ 出張診療と思われる医療機関
④ 新たに指定を受けた医療機関
⑤ 再指定を受けた医療機関

Ｂ これまでの審査結果から、審査上留意する必
要があると思われる医療機関

Ｃ 審査所見上、格別問題とする点のない残余の
医療機関

感
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拡
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３
次
補
正
・
25
万
円

未
申
請
医
療
機
関

の
申
請
始
ま
る

　

医
療
機
関
か
ら
請
求
さ
れ

る
電
子
レ
セ
プ
ト
は
、
ま

ず
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
図
①
注
記
参

照
）
で
保
険
証
の
記
号
番
号

や
病
名
も
れ
な
ど
単
純
な
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
受
け
付
け

る
。

　

受
け
付
け
が
済
ん
だ
レ
セ

プ
ト
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
こ

る
。
こ
れ
以
外
に
、
平
均
点

数
が
高
い
医
療
機
関
も
Ａ
区

分
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

　

職
員
の
審
査
事
務
及
び
審

査
委
員
の
審
査
は
、
Ａ
区
分

を
重
点
に
行
い
、
Ｃ
区
分
に

つ
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

任
せ
て
い
て
、
実
態
と
し
て

審
査
委
員
が
審
査
す
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
。
歯
科
は
、
大

半
が
Ｃ
区
分
で
あ
る
。

　

新
し
く
指
定
さ
れ
た
医
療

機
関
は
、
３
カ
月
間
は
Ａ
区

分
と
し
て
念
入
り
な
審
査
を

行
う
。
普
通
は
４
カ
月
目
に

は
解
除
さ
れ
る
が
、
ま
れ
に

延
長
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、
受

付
↓
職
員
に
よ
る
審
査
事
務

↓
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
と

の
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
点
数
を

は
じ
め
保
険
診
療
ル
ー
ル
に

適
合
し
な
い
診
療
の
レ
セ
プ

ト
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
疑

義
付
せ
ん
を
貼
付
す
る
。

　

次
に
職
員
が
疑
義
付
せ
ん

を
点
検
す
る
。
職
員
は
、
請

求
が
正
し
い
も
の
は
疑
義
を

解
除
す
る
。
単
純
な
誤
り
は

自
ら
補
正
し
、
診
療
内
容
上

疑
義
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
審
査
委
員
に
判
断
を
求
め

る
。

　

審
査
委
員
は
、
判
断
を
求

め
ら
れ
た
レ
セ
プ
ト
を
審
査

・
決
定
す
る
と
と
も
に
自
ら

他
の
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
も

審
査
す
る
。

　

こ
れ
ら
審
査
の
流
れ
は
図

①
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
紙

い
う
流
れ
に
な
る
。

　

請
求
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
は

膨
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
審

査
は
図
②
に
よ
っ
て
医
療
機

関
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
区
分
し

た
重
点
審
査
を
行
っ
て
い

コンピュータによる
チェック

（毎月12日まで）

オンライン
請求

（毎月10日まで）

職員による
審査事務

（毎月10～
23日前後）

注記：オンライン請求については、ASP（＝Application Service Provider）を通じ、医療
　　　機関による請求を受け付ける段階で記載漏れ等を点検している。

審査要員
による
審査

（毎月18～
25日前後）

電子媒体
請求

（毎月10日まで）

記載漏れ
等の点検

保険診療
ルールに
適合しな
い可能性
がある診
療行為等
の抽出

審
査
委
員
会
に
よ
る
決
定

ASP

す
。

　

証
拠
と
言
う
と
裁
判
を
想

定
し
が
ち
で
す
が
、
裁
判
に

な
る
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き

く
な
る
の
は
双
方
に
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
か
と
い

　

治
療
に
ク
レ
ー
ム
を
付
け

て
き
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、

対
応
す
る
の
も
疲
れ
る
上
、

ネ
ッ
ト
に
悪
評
判
を
書
か
れ

て
も
嫌
な
の
で
、
全
額
返
金

し
て
早
期
に
終
わ
り
に
し
た

い
と
思
う
が
、
注
意
点
は
？

 

（
70
代
男
性
）

　

明
ら
か
に
歯
科
医
師
の
落

ち
度
が
あ
る
場
合
に
は
損
害

賠
償
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
で
は
な
く
、
事
前
に
治

療
の
リ
ス
ク
等
を
説
明
し
て

患
者
さ
ん
の
納
得
を
得
ら
れ

た
と
思
っ
て
も
、
後
に
な
っ

て
「
思
っ
て
い
た
の
と
違
っ

た
」「
説
明
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
い
う
ク
レ
ー
ム
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
、
事
前
に
患
者
さ
ん
の
理

解
度
に
合
わ
せ
た
わ
か
り
や

す
い
説
明
が
必
要
で
、
証
拠

に
残
し
て
お
く
必
要
も
よ
く

耳
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

に
、
ど
の
よ
う
な
診
断
や
治

療
方
針
の
選
択
、
リ
ス
ク
等

の
説
明
を
し
て
患
者
と
治
療

契
約
の
合
意
に
至
っ
た
か
を

振
り
返
っ
て
説
明
で
き
る
よ

う
客
観
的
資
料
（
カ
ル
テ
の

書
き
込
み
や
同
意
書
等
）
で

準
備
を
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

つ
ま
り
ク
レ
ー
ム
対
応
に

は
時
間
も
精
神
力
も
削
が
れ

ま
す
が
、
話
し
合
い
の
場
を

設
け
て
、
患
者
さ
ん
の
言
い

分
の
内
容
や
理
由
を
充
分
に

聞
い
て
、
担
当
医
師
か
ら
治

療
過
程
を
丁
寧
に
説
明
す
る

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
避
け
る
と
、
医
師
の
落

ち
度
を
余
計
に
勘
ぐ
ら
れ
、

過
度
な
要
求
や
金
銭
請
求
も

高
く
な
り
、
悪
評
判
を
振
り

撒
か
れ
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

を
大
き
く
し
て
し
ま
い
、
裁

判
で
決
着
を
付
け
て
も
禍
根

を
残
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

話
し
合
い
で
は
、
冷
静
で
い

ら
れ
る
よ
う
一
人
で
対
応
せ

ず
に
、
メ
モ
や
録
音
を
残

し
、
返
金
で
解
決
の
合
意
が

で
き
れ
ば
、
返
金
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
精
算
が
終
わ
っ
た

こ
と
を
書
面
（
示
談
書
）
に

す
る
な
ど
蒸
し
返
し
を
防
ぐ

っ
て
、
患
者
の
言
う
通
り
す

ぐ
に
返
金
処
理
す
れ
ば
ト
ラ

ブ
ル
が
万
事
収
ま
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
証

拠
と
い
う
の
は
、
治
療
に
対

す
る
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
時

こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
の
内
容
は
弁
護
士

等
に
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
弁
護
士
が
依
頼

を
受
け
て
代
理
人
と

し
て
交
渉
す
る
形
で

は
な
く
、
示
談
書
の

内
容
チ
ェ
ッ
ク
だ
け

す
る
相
談
の
形
も
あ

り
え
ま
す
。

（
弁
護
士

 

宮
本
亜
紀
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第15回 クレーム患者に返金して終わりにしたいが…

言いなりでなく話し合いのうえ、
書面で解決を

イラスト・辻井タカヒロ

　

菅
義
偉
首
相
が
16
日
の
バ
イ
デ
ン
大

統
領
と
の
日
米
首
脳
会
談
で
、「
日
米

同
盟
の
抑
止
力
、
対
処
力
を
強
化
す

る
」
と
し
、「
防
衛
力
強
化
へ
の
決

意
」
を
伝
え
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

安
倍
晋
三
前
首
相
が
成
立
を
強
行
し
た

安
全
保
障
関
連
法
の
施
行
か
ら
５
年
が

過
ぎ
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
「
一
体
化
」

が
進
む
な
か
で
の
表
明
だ
。「
専
守
防

衛
」
を
逸
脱
し
て
軍
事
力
を
強
化
し
、

憲
法
９
条
の
平
和
主
義
を
「
な
し
崩

し
」
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

安
倍
前
政
権
が
歴
代
内
閣
の
憲
法
解

釈
を
変
更
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
し
た
安
保
法
の
施
行
後
、
同
法

に
基
づ
い
て
実
施
し
た
米
軍
の
艦
艇
や

航
空
機
の
防
護
は
19
年
に
14
件
、
20
年

は
過
去
最
多
の
25
件
に
上
っ
た
。
防
護

活
動
中
に
他
国
か
ら
米
軍
に
対
し
て
攻

撃
や
妨
害
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、
自
衛

隊
は
同
法
に
基
づ
い
て
武
器
を
使
用
し

て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
紛
争
の

引
き
金
を
引
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
米
国

の
戦
争
に
日
本
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
非
戦
の
誓
い
を
揺
る
が
す
重

大
な
問
題
だ
。

　

安
保
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
半
の
憲

法
学
者
が
憲
法
９
条
に
反
す
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
各
地
で
違
憲
訴
訟
が
続

き
、
国
民
の
反
対
の
声
は
大
き
い
。
本

来
は
憲
法
改
定
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
前
政
権
が
強
引
に
成
立
さ
せ
た
か

ら
だ
。
違
憲
状
態
の
ま
ま
一
方
的
に
既

成
事
実
を
積
み
上
げ
る
こ
と
は
や
め
る

べ
き
だ
。

　

東
ア
ジ
ア
情
勢
を
理
由
に
し
た
軍
事

力
の
強
化
に
加
え
、
政
府
内
で
は
「
先

制
攻
撃
」
と
な
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
ま
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
抑
止
力

依
存
の
態
勢
は
軍
拡
競
争
を
招
き
、
逆

に
緊
張
を
高
め
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
外

交
・
安
全
保
障
戦
略
の
失
敗
を
意
味
す

る
。
政
府
は
冷
静
に
現
状
を
分
析
し
て

対
話
を
重
ね
、
地
域
の
安
定
へ
平
和
外

交
に
努
め
る
べ
き
だ
。
日
本
を
米
国
の

対
中
戦
略
の
最
前
線
に
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

協
会
は
、「
戦
争
の
な
い
平
和
な
社

会
の
実
現
な
く
し
て
、
社
会
保
障
制
度

の
発
展
や
歯
科
保
険
医
療
の
充
実
は
な

い
」
と
の
立
場
か
ら
、
安
保
法
に
反
対

し
、「
憲
法
守
れ
」
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
る
（
今
号
同
封
）。
今
こ
そ
、
平

和
憲
法
の
理
念
を
政
治
に
活
か
し
、
軍

拡
に
よ
る
対
立
・
緊
張
の
悪
循
環
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

春夏秋冬

安
保
法
制
施
行
５
年

軍
拡
の
悪
循
環
か
ら
脱
却
を

【前回理事会以降の主な活動】
・ 新型コロナ対応では、医療機関の休業への補助金制度の創設を求めた協会の要請につい
て、３月12日の府議会健康福祉常任委員会で石川たえ府議会議員（共産）が取り上げた。
吉村知事は「設備整備などの費用で医療機関に大きな経済的影響は生じていない」「（減収
補てんは）国で議論されるべき」と答弁した。

・ 75歳以上の窓口２倍化反対運動で会員738人から１万1,640筆（４月２日時点・協力率17・
６％）を集約、国会へ提出した。

・「広域行政一元化」条例案可決に対して、医科歯科共同で抗議文を提出した。
【重点検討課題】
・医療機関が安心して医療提供できるよう、国や自治体への働きかけを強める。
・４月から「保険でより良い歯科医療を求める請願書名」の取り組みを開始する。
・ オンライン資格確認やマイナンバーの利用拡大について、保団連社保審査対策部の山崎利
彦先生（埼玉）を講師に５月30日（日）学習会を開催する。

【会務運営】
・評議員会、総会準備にむけ、理事25人・監事３人の推薦名簿を承認した。

21・22年度　第１回　理事会報告　2021年４月10日

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
す

る
、
２
０
２
１
年
度
の
感
染

防
止
等
に
関
す
る
補
助
金

（
上
限
25
万
円
）
の
申
請
が

始
ま
っ
た
。
21
年
４
月
１
日

〜
21
年
９
月
30
日
ま
で
の
経

費
が
対
象
で
、
申
請
は
21
年

９
月
30
日
ま
で
。

　

20
年
度
３
次
補
正
予
算
分

の
25
万
円
を
既
に
申
請
し
て

い
る
医
療
機
関
は
、
原
則
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

申
請
す
る
医
療
機
関
は
、
厚

労
省
Ｈ
Ｐ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
か
ら
申
請
書
（
手
書
き

用
も
含
む
）

を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
申

請
す
る
。


